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新入生の皆さん，群馬大学入学お

めでとうございます。これから皆さ

んと共に，大学生活を楽しく，互い

に意義あるものとしていきたいと

思っています。 

大学ではどんなことをしたいと考

えていますか。大学生活というの

は，単に授業に出て講義を聴く，実

験や実習をする，ということだけで

はありません。いろいろな背景や出

身の人との交流，外国人留学生との

交流など，いわゆる課外活動という

のも，大学で学ぶべき重要なことで

す。勉強することは第一に大切です

が，それ自体も一人でやるだけでは

なく，多くの友人といろいろな意見

を戦わせ，自分の意見・考えをまと

め上げるという事が大切です。この

ような場を大学は提供しています。

ぜひ，これを大いに活用していって

ください。 

さて，本年の6月から公職選挙法

の改正に伴い，皆さんたち18歳以

上の人は選挙権を持つことになりま

す。皆さんはまさに，その最初の世

代です。高校でも模擬選挙などいろ

いろな行事で，選挙権を行使するこ

とについて教わったことと思います

が，皆さんはそれにどんな感想を

持っていますか。 

 

選挙というのは，何人もの候補

者からある一人の候補者を選ぶわけ

ですが，候補者の政策や考えに基づ

いて選ぶわけです。センター入試の

多肢選択問題に似ていますね。しか

し，決定的な違いがあります。セン

ター入試では，いくら選択肢が多い

問題でも，正解があります。しかし

実際の社会では，どの政策が正解と

いうのは決まっているわけではあり

ません。いろいろな問題が複合的に

からみあった現実社会の問題では，

正解などそもそもないともいえま

す。良さそうに思えたことも，人の

意識の変化で逆の結果になることも

あります。 

では，どのようにして判断する

のがいいのでしょうか。このような

問題を考えていくときに必要なのが

教養というものです。物事を多面

的・客観的に見て，一つ一つの考え

を総合化していく，その際の筋道を

与えてくれるものが教養です。とり

わけ，これからの時代はますます進

行するグローバル社会です。世界中

のいろいろな出来事が瞬時といって

いいくらいの速さで伝わり，あらゆ

る形で影響していく時代です。ある

一つの考え方で何にでも通用すると

いうことはもうありません。常に新

しい考え方，ものの見方を吸収して
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キャンパスマナーについて  

いくこと，それを整理し，自分の考えにまと

めていくことが必要なのです。その判断の基

準となる考え方，教養を学ぶことが，皆さん

が主に一年生のときに学ぶ教養教育です。 

 大学受験が終わってほっとしているかもし

れませんが，今のこの時期は皆さんの脳は恐

ろしいくらいに活動している時期です。鉄は

熱いうちに打てと言います。この時期こそ，

新しいことを吸収し自分のものとしていく絶

 【飲酒について】 

 お酒は昔から「百薬の長」といわれるように適

量であれば，食欲増進やストレス解消，疲労回復

など，色々な効用があります。しかし，適量を超

えると肝臓や膵臓などの臓器障害にも陥りやすく

なります。また，イッキ飲みなどで急激にアル

コールを摂取すると血液中のアルコール濃度が急

激に高くなり，呼吸中枢が麻痺して最悪の場合は

死に至る場合もあります。アルコールを受け付け

ない体質の者もいますので，お酒の無理強いはも

ちろん，イッキ飲みは絶対に行わないでくださ

い。なお，未成年者の飲酒は成長期にある脳の神

経細胞への影響が大きく，成長障害等への危険性

が高くなりますので，未成年者は絶対にお酒を飲

んではいけません。 

【夜間騒音】 

 大変残念なことですが，毎年，近隣住民等から

騒音苦情が大学に寄せられてきます。特に夜間帯

での大声，自動車，バイクの音などは注意してく

ださい。社会を構成する大学の一員として，近隣

住民に迷惑の掛からない行動を心がけてくださ

い。 

【危険ドラッグ】 

 危険ドラッグの乱用者が犯罪を犯したり，重大

な交通死亡事故を引き起こす事件が後を絶たず，

深刻な社会問題となっています。一時の興味本位

等の安易な気持ちから大学生活やその後の人生が

台無しにならないよう絶対に買わない，使用しな

いでください。 

【駐輪場】 

 たった１台の違法駐輪のため多くの方が迷惑し

ています。特に通行帯への駐輪は歩行者，障害者

の妨げだけでなく，命に関わる緊急時の救急，消防

活動や災害時の避難の妨げにもなります。みんなが

駐輪しているのだから自分だっていいだろう，とは

思わずに自転車は必ず決められた場所に駐輪してく

ださい。 

【交通事故の防止】 

 自動車での交通事故が起きる多くの原因は「前方

不注意」，「スピード超過」，「一時停止違反」な

ど初歩的なものばかりです。また，運転中での携帯

電話による通話や，メール等の画面確認，送受信操

作による事故も多発しております。交通ルールを遵

守し，安全運転を心がけてください。 

 また，2015年6月より自転車の交通ルールも改正

され，違反状況によっては，自転車運転者安全講習

を受講しなければならない場合もあります。雨天時

の傘差し走行，無灯火走行，音楽プレーヤーを使用

しながらの運転等は大事故に繋がりますので，絶対

にやめましょう。 

【学生の違法行為等に関する処分】  

 大学は社会に出る最後の学校生活です。本学の学

生として，自覚と責任をもって大学生活を送ること

が大事です。残念ながら，窃盗，盗撮，無免許運

転，試験における不正行為など行う学生が少なから

ずいます。不正行為や違法行為等を行った学生は，

停学や退学になることがあります。 

 停学等の処分となった場合，留年になることもあ

ります。また，保証人（保護者を含む。）に通知す

るとともに，懲戒の内容及び事項などを学内に告示

します。 

 詳細は，大学ホームページ 「教育・学生生活」/

「その他関連情報」をご覧ください。 

好のときです。幅広く多くのことを経験し，身に付

けていって下さい。明日の自分が，今日の自分より

どれだけ成長したかは，いま何にどれだけ打ち込ん

だのかで決まります。ぜひとも，これからの大学生

活を有意義なものとし，社会に出たときに胸を張っ

て語れるものとしていってくださることを心より期

待しています。  



新入生の皆さん，ご入学おめでとうご

ざいます。大学では高校と比べて，自由

に学びや課外活動を行う機会が増えるこ

とになると思います。学外との接点が多

くなるにつれて，皆さんの取り扱う情報

の質も変わります。アルバイト先，教育

実習，研究活動，インターンなどで「個

人情報」などの機密情報を知ることもあ

るかもしれません。 

多くの皆さんは，Twitter，Facebook，

LINEなどのSNSを利用して友人とのやり取

りや，情報発信を行っていると思います

が，書き込む時には，その内容をどこま

で公開して良いのか，よく考えてくださ

い。個人情報，アルバイト先やインター

ンなどで知り得た情報は公開してはいけ

ません。他人が写りこんでいる写真や，

他人を見かけたという情報も，本人の承

諾なしに書き込んではいけません。書き

込んだ情報が，どこまで公開されるか知

らないという方は，よく調べて理解して

ください。 

 一旦書き込んだ情報が拡散される

と，完全に消去することはできませ

ん。取り返しがつかない事態になって

しまいます。また，皆さんが就職活動

を行う際には，企業の採用担当者が受

験者のSNSへの投稿を確認しています。

SNS上での行動に問題がある場合には，

面接を突破しても内定がもらえないこ

ともあります。SNSは，友人や社会との

コミュニケーションを加速する便利な

ツールですが「書き込んだ情報が誰に

見られるのか？」をよく考えて利用し

ましょう。  
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情報の公開範囲を意識していますか？  
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 こころの不調や困りごとに気が付いたら   

 新入生の皆さん，ご入学おめでとうご

ざいます。健康支援総合センターは皆さ

んのこころとからだの健康に関する相談

を受け，さまざまな支援を提供する場所

です。 

 こころの不調は，環境が変わったとき

に起こりやすく，自分でもよくわからな

い内に発症したり，悪化したりするので

注意が必要です。健康支援総合センター

では，健康診断時の問診表の結果を基

に，こころの不調が疑われる学生の呼び

出しをして，医師やカウンセラーによる

面接を実施したり，医療機関を紹介した

りしています。 

 新しい生活が始まり，睡眠や食事のパ

ターンが大幅に変わってきたときには注

意が必要です。不眠や食欲不振などの症

状が深刻になる前に，早めにセンターに

相談に来て下さい。 

 健康支援総合センターでは，精神科医や

カウンセラーにいつでも無料でこころの悩

みの相談をすることができます。予約制が

原則ですので，まずは受付に問い合わせて

みてください。 

 また今年度から，発達のむらにより生じ

る困りごとについて質問する項目が問診票

に加わりました。障害学生支援室と連携

し，発達障害傾向の強い人たちに早い内か

ら自覚をしてもらい，周囲からの支援を受

けやすくすることが目的です。 

 当センターや障害学生支援室を積極的に

利用して，これからの学生生活を円滑に過

ごすようにして行きましょう。  

健康支援総合センター 

教授 竹内一夫  

総合情報メディアセンター 

講師 濵元 信州   



  群馬大学では，自国及び他国の文化・歴

史・伝統を理解し，外国語によるコミュニ

ケーション能力を持ち，国内外において地球

的視野を持って主体的に活動できるグローバ

ルフロンティアリーダーの育成に力を入れて

います。この一環として，平成25年度より医

学部と理工学部が連携して「医理工グローバ

ルフロンティアリーダー（GFL）育成コー

ス」を実施し，平成27年度から教育学部と社

会情報学部が連携して，「教育・社情グロー

バルフロンティアリーダー（GFL）育成コー

ス」を開始します。  

 GFL育成コースは「国際社会において活躍

するトップリーダー」を育成するコースで

す。海外留学に興味のある学生を対象に，語

学や専門領域に関する様々な特別学習プログ

ラムを用意しています。 

例えば「先端研究紹介講座」や「企業訪問

＆先輩ゼミ」などでは早期から専門領域に触

れることができます。 

また，「グローバル交流セミナー・サマー

セミナー」，「トップリーダー講演会」や外

国人教員による特別プログラムの受講などで

幅広い国際的視野と語学力を強化し，海外留

学（語学研修等）を実施しています。 

 将来海外で専門領域を学びたい方や交

換留学を考えている方を大歓迎します。  
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目指せ ! グローバル・フロンティア・リーダー 
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 教務システムを使いこなそう  

 教務システムとは，Web（インターネットに接

続されたパソコン，携帯電話，スマートフォン

等）から授業に関することをはじめ，試験日程，

教室配当，授業料免除，奨学金，学生の呼び出し

等に至るまで，非常に重要な情報を確認するため

に2014年度から導入したシステムです。学生のみ

なさんは，毎日必ず確認する習慣をつけてくださ

い。 

 操作方法の詳細は，全学オリエンテーションで

配布しましたマニュアルをご確認ください。 

 また，教務システムを終了するときは，必ず

「ログアウト」ボタンをクリックして閉じましょ

う。 ログアウトをしておくことで，セキュリ

ティが向上します。 

 

◆平成28年度 履修登録期間 

 前期 4月8 日（金）～4月21日（木）厳守 

 後期 10月3日 (月) ～10月17日（月）厳守 

 

 web登録した内容は，履修登録期間を過ぎると

修正・追加ができません。期間内に入力間違い

や登録漏れがないか必ず再確認してください。 

 

  

 
GFLに関する問い合わせ先 

1．教育・社情GFLコース 

・教育学部 教務係 
（教育学部C棟１階 事務窓口） 

・社会情報学部 教務係 
（社会情報学部棟３階 事務窓口） 

2．医理工GFLコース 

・国際交流課 GFL担当 

 E-mail: gfl‐admin@ml．gunma-u．ac．jp 

▲オーストラリア留学 



発行元 学務部教務課 

  大学教育・学生支援機構 

〒371-8510 

前橋市荒牧町４－２ 

電話: ０２７（２２０）７１２８ 

FAX:  ０２７（２２０）７６２０ 
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   Ｗｅｂサイトもご覧ください。 

http://www．gunma-u．ac．jp/

html_campus/for_student_0_1．html 

 本学では，グローバル化した社会が今後抱える問

題について，学生の立場から解決策を模索すること

を目的として，学内講師，学外講師，アクティブ

ラーニング形式の演習を行う授業科目として，教養

教育科目の総合科目群に，平成２７年度から，「ぐ

んま未来学」を開講しました。 

 「授業目的」及び「講義日程」などは以下のとお

りですので，興味のある方は履修してみてくださ

い。  

【開設曜日】 

 前期 毎週火曜日 ９－１０時限 

 

【授業目的】 

１．日本の将来を担う皆さんに，群馬の近未来を，

グローバル化が進行する世界や日本との関連の中で

俯瞰してもらいます。 

２．群馬大学生への地域社会からの期待について，

より具体的に実感してもらいます。 

３．グローバル化した社会が今後抱えるであろう問

題について，皆さんの立場から解決策を模索するこ

とで，大学在学中になすべきことについて，認識を

深めてもらいます。 

担当窓口（係）：学生センター

カ
ウ
ン
タ
ー

教 務 課

学 生 受 入 課 学 生 支 援 課

総 務 係

・駐車許可申請

・大学会館使用願

・学生証再発行願

・外国旅行届

・授業科目の履修関係

学生支援課 就業力育成支援室

国 際 交 流 課

場所：学生食堂南西側

カウンター

場所：大学会館２階

場所：教養教育GA棟

・入学相談
・大学案内配布
・各種募集要項配布
・入学試験成績開示

・集会・学生団体結成申請
・体育施設等使用申請
・通学証明書・事故届
・課外活動相談・物品借用
・紛失、拾得、盗難の届出
・掲示物許可
・学割申込
・学生教育研究災害傷害保険
・学生食堂の利用

・追試験願

・成績証明

・欠席、休学、復学届等

・学生用ロッカー管理

・単位互換の相談

・戸籍上の異動届・事故届

・大学見学申込
・模擬授業申込
・オープンキャンパス

申込

・学生寮（前橋地区）
入寮申請
・草津セミナーハウスの
利用
・北軽井沢研修所の利用

・入学料、授業料免除
・奨学金
・学生相談

・就業力育成セミナー
・就職関係セミナー
・就職支援

入 学 試 験 係 入 試 広 報 係

教 務 企 画 係

国際企画係 留学交流係

カウンター

カウンター

カウンター

カウンター

教 養 教 育 係

学 生 支 援 係

学 生 生 活 係

就 職 支 援 係

入口

入
口

学生支援課
障害学生サポートルーム

・就職相談
・アルバイト

場所：GB棟１階

・障害学生支援の相談
・授業等の情報保障

・PCテイクの養成
・手話サポーター

の養成
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・国際交流会館 ・学生の海外留学
・留学生の生活上の

手続 （在留資格、
奨学金、留学生チュ
ーター）

平成28年度 開講科目「ぐんま未来学」について 

回 日時 担当者 テーマ 

１ ４月１２日 

 

教養教育部会

長 

ガイダンス 

３ ４月２６日 教育基盤セン

ター 

文化講演会 

４～６ ５月１０日～

５月２４日 

学内講師，学

外講師 

男女共同参画・教育・労働力 

７～８ ５月３１日 

６月７日 

学内講師，学

外講師 

イノベーション・日本の国際戦略 

９～１１ ６月１４日～

６月２８日 

学内講師，学

外講師 

多文化・多様性・グローバール 

１２～１４ ７月５日～ 

７月１９日 

学内講師，学

外講師 

少子化・高齢化・福祉・年金  

１５ ７月２６日 教育基盤セン

ター 

ベストティーチャー模擬授業 

 

２ ４月１９日 学長・副学長・

外部講師 

・学長から「群馬大学で学ぶこと」 

・群馬県の課題や政策について 


